
(57)【要約】

【課題】ヒートパイプ内の作動流体の蒸発熱源として地

熱を有効利用し、低コストで融雪、路盤凍結防止が可能

な融雪装置を提供する。

【解決手段】蓄熱室７内に蓄熱した地熱により循環配管

４内の循環流体３を加熱し、ポンプ５の作動でその循環

流体３が流動路１３内を流動すると、密閉金属管２内の

作動流体１が蒸発部１２ａで蒸発してその熱が凝縮部１

２ｂに輸送され、凝縮部１２ｂで熱を放出して路盤１０

０の融雪、凍結防止がなされる。作動流体１を蒸発させ

るための所望温度の地熱層が深い現場でも、循環配管４

と蓄熱室７によりその熱をヒートパイプ４に低コストで

確実に輸送できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
略 直 管 状 の 密 閉 金 属 管 内 に 作 動 流 体 を 封 入 す る と 共 に 、 該 密 閉 金 属 管 の 径 方 向 下 端 部 に 前
記 作 動 流 体 を 加 熱 す る 循 環 流 体 の 流 動 路 を 設 け 、 該 密 閉 金 属 管 の 径 方 向 下 半 部 を 蒸 発 部 と
し 上 半 部 を 凝 縮 部 と し た 所 要 数 の ヒ ー ト パ イ プ と 、 前 記 流 動 路 に 循 環 流 体 を 供 給 す る 循 環
配 管 と 、 該 循 環 配 管 内 の 循 環 流 体 を 強 制 循 環 さ せ る ポ ン プ と 、 該 ポ ン プ の 作 動 を 制 御 す る
制 御 手 段 と 、 地 熱 温 度 が 所 定 温 度 以 上 で あ る 地 中 部 分 を 断 熱 部 材 で 囲 む と 共 に そ の 内 部 に
前 記 循 環 配 管 の 一 部 を 引 き 込 ん で 前 記 循 環 流 体 を 地 熱 に よ り 加 熱 す る 蓄 熱 室 と を 有 し 、
前 記 各 ヒ ー ト パ イ プ を 路 盤 下 に 略 水 平 に 埋 設 す る と 共 に 、
前 記 制 御 手 段 に よ り 前 記 ポ ン プ を 適 時 に 作 動 さ せ て 、 地 熱 に よ り 加 熱 さ れ た 前 記 循 環 流 体
を 前 記 各 ヒ ー ト パ イ プ の 流 動 路 に 循 環 供 給 し 、 そ の 熱 で 前 記 密 閉 金 属 管 内 の 作 動 流 体 を 蒸
気 化 し て 、 前 記 各 ヒ ー ト パ イ プ が 加 熱 さ れ る よ う 構 成 し た ヒ ー ト パ イ プ を 用 い た 融 雪 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
蓄 熱 材 を 用 い て 上 記 蓄 熱 室 の 蓄 熱 効 果 を 高 め る よ う 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ
を 用 い た 融 雪 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 蓄 熱 室 内 に 、 該 蓄 熱 室 内 の 温 度 を 検 出 す る 地 中 温 度 セ ン サ ー と 、 該 蓄 熱 室 内 に 配 設 さ
れ た 上 記 循 環 配 管 を 加 熱 す る 補 助 熱 源 を 配 設 し 、 前 記 蓄 熱 室 内 の 温 度 が 所 定 温 度 以 下 の 場
合 、 上 記 制 御 手 段 に よ り 前 記 補 助 熱 源 を 作 動 さ せ て 、 上 記 循 環 配 管 内 の 循 環 流 体 を 地 熱 と
補 助 熱 源 に よ り 加 熱 す る よ う 構 成 し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ を 用 い た 融 雪
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
路 盤 温 度 を 検 出 す る 路 盤 セ ン サ ー お よ び 降 雪 の 有 無 を 検 出 す る 降 雪 セ ン サ ー を 備 え 、 こ れ
ら 各 セ ン サ ー か ら の 検 出 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 制 御 手 段 が 上 記 ポ ン プ を 適 時 に 作 動 さ せ る
よ う 構 成 し た 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ を 用 い た 融 雪 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 補 助 熱 源 を 深 夜 電 力 に よ り 作 動 さ せ る よ う 構 成 し た 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か １ 項 記 載 の
ヒ ー ト パ イ プ を 用 い た 融 雪 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 、 ヒ ー ト パ イ プ を 用 い て 、 車 道 、 歩 道 、 駐 車 場 な ど の 路 盤 の 融 雪 お よ び 凍 結 防 止
を 行 う 融 雪 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 路 盤 の 融 雪 や 凍 結 防 止 を 行 う た め の 融 雪 装 置 の 熱 源 と し て 、 電 気 ヒ ー タ や 温 水
パ イ プ な ど が 広 く 用 い ら れ て い る が 、 こ れ ら 電 気 ヒ ー タ 式 、 温 水 パ イ プ 式 の 融 雪 装 置 は 、
現 場 へ の 施 工 が 面 倒 で あ る 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト （ 電 気 代 ） が 高 騰 す る な ど の 問 題 が あ っ た
。
そ こ で 近 年 で は 、 例 え ば 特 開 平 ８ － ２ ８ ４ １ ０ ６ 号 公 報 等 に 開 示 さ れ る よ う に 、 逆 Ｌ 字 形
の 密 閉 金 属 管 の 内 部 に 作 動 流 体 を 封 入 し 、 そ の 密 閉 金 属 管 の 垂 直 管 部 の 下 端 を 蒸 発 部 と し
、 水 平 管 部 を 凝 縮 部 と し た ヒ ー ト パ イ プ を 用 い た 融 雪 装 置 が 各 種 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な ヒ ー ト パ イ プ を 用 い た 融 雪 装 置 は 、 逆 Ｌ 字 形 の 密 閉 金 属 管 の 鉛 直 管 部 の 下 端 部
を 蒸 発 部 と し 、 該 蒸 発 部 を 地 熱 等 で 加 熱 し て そ の 鉛 直 管 部 の 下 端 部 内 に 溜 ま っ て い る 液 相
の 作 動 流 体 を 蒸 発 さ せ 、 そ の 蒸 気 が 鉛 直 管 部 内 を 上 昇 し て 水 平 管 部 か ら な る 凝 縮 部 へ 移 動
し 、 こ の 凝 縮 部 に お い て 、 作 動 流 体 の 蒸 気 が 、 熱 輸 送 し て き た 蒸 発 潜 熱 を 放 出 し て 凝 縮 し
、 液 相 の 作 動 流 体 に 戻 っ て 、 再 び 蒸 発 部 に 還 流 す る 。 そ う し て 、 路 盤 下 に 配 設 さ れ た 凝 縮
部 か ら 放 出 さ れ た 熱 に よ っ て 、 路 盤 上 の 融 雪 お よ び 路 盤 の 凍 結 防 止 を 行 う よ う に な っ て い
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る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 し た 従 来 の ヒ ー ト パ イ プ 式 融 雪 装 置 は 、 地 熱 等 で ヒ ー ト パ イ プ の 下 端 部 （ 蒸 発 部 ） を
加 熱 し て 作 動 流 体 を 蒸 発 さ せ る よ う に な っ て い る が 、 作 動 流 体 を 蒸 発 さ せ る に は ７ ～ １ ０
℃ 程 度 の 地 熱 が 必 要 で あ り 、 こ の 範 囲 の 温 度 が 得 ら れ る 地 熱 層 は 設 置 現 場 ご と に そ の 深 さ
が 異 な る 。 よ っ て 、 地 熱 層 が 深 い 現 場 で は ヒ ー ト パ イ プ の 鉛 直 管 部 を 数 メ ー ト ル の 長 さ に
し な け れ ば な ら な い が 、 鉛 直 管 部 が 長 尺 化 す る と 蒸 発 し た 作 動 流 体 が 凝 縮 部 （ 水 平 管 部 ）
に 至 る 前 に 蒸 発 潜 熱 を 放 出 し て 凝 縮 し 、 液 相 の 作 動 流 体 に 戻 っ て し ま う 虞 れ が あ る の で 、
こ の よ う な 現 場 で は 例 え ば 温 水 ボ イ ラ 等 を 使 っ て 温 水 に よ り 蒸 発 部 を 加 熱 し て お り 、 ラ ン
ニ ン グ コ ス ト が 高 騰 す る と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は こ の よ う な 従 来 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る 処 は 、 ヒ ー ト パ イ
プ 内 に 封 入 さ れ た 作 動 流 体 を 蒸 発 さ せ る た め の 熱 源 と し て 地 熱 を 有 効 に 利 用 し 、 低 コ ス ト
で の 融 雪 、 路 盤 凍 結 防 止 効 果 を 得 る こ と が で き る ヒ ー ト パ イ プ を 用 い た 融 雪 装 置 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 融 雪 装 置 は 請 求 項 １ の よ う に 、 略 直 管 状 の 密 閉 金
属 管 内 に 作 動 流 体 を 封 入 す る と 共 に 、 該 密 閉 金 属 管 の 径 方 向 下 端 部 に 前 記 作 動 流 体 を 加 熱
す る 循 環 流 体 の 流 動 路 を 設 け 、 該 密 閉 金 属 管 の 径 方 向 下 半 部 を 蒸 発 部 と し 上 半 部 を 凝 縮 部
と し た 所 要 数 の ヒ ー ト パ イ プ と 、 前 記 流 動 路 に 循 環 流 体 を 供 給 す る 循 環 配 管 と 、 該 循 環 配
管 内 の 循 環 流 体 を 強 制 循 環 さ せ る ポ ン プ と 、 該 ポ ン プ の 作 動 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 地 熱
温 度 が 所 定 温 度 以 上 で あ る 地 中 部 分 を 断 熱 部 材 で 囲 む と 共 に そ の 内 部 に 前 記 循 環 配 管 の 一
部 を 引 き 込 ん で 前 記 循 環 流 体 を 地 熱 に よ り 加 熱 す る 蓄 熱 室 と を 有 し 、
前 記 各 ヒ ー ト パ イ プ を 路 盤 下 に 略 水 平 に 埋 設 す る と 共 に 、
前 記 制 御 手 段 に よ り 前 記 ポ ン プ を 適 時 に 作 動 さ せ て 、 地 熱 に よ り 加 熱 さ れ た 前 記 循 環 流 体
を 前 記 各 ヒ ー ト パ イ プ の 流 動 路 に 循 環 供 給 し 、 そ の 熱 で 前 記 密 閉 金 属 管 内 の 作 動 流 体 を 蒸
気 化 し て 、 前 記 各 ヒ ー ト パ イ プ が 加 熱 さ れ る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 構 成 と し た 請 求 項 １ の 融 雪 装 置 は 、 蓄 熱 室 内 に 地 熱 を 蓄 熱 し 、 そ の 蓄 熱 に よ り
循 環 配 管 内 の 循 環 流 体 を 加 熱 し 、 ポ ン プ の 作 動 で そ の 加 熱 さ れ た 循 環 流 体 が 流 動 路 内 を 流
動 す る と 、 密 閉 金 属 管 内 の 作 動 流 体 が 蒸 発 部 で 蒸 発 し て そ の 熱 エ ネ ル ギ ー が 凝 縮 部 に 輸 送
さ れ 、 凝 縮 部 で 熱 エ ネ ル ギ ー を 放 出 し て 密 閉 金 属 管 の 周 壁 上 半 部 を 加 熱 し 、 そ の 熱 で 路 盤
の 融 雪 、 凍 結 防 止 が な さ れ る 。 よ っ て 、 作 動 流 体 を 蒸 発 さ せ る た め の 所 望 温 度 の 地 熱 層 が
深 い 現 場 で あ っ て も 、 循 環 配 管 に よ り そ の 熱 エ ネ ル ギ ー を ヒ ー ト パ イ プ に 輸 送 す る こ と が
で き る と 共 に 、 蓄 熱 室 に よ り そ の 地 熱 を よ り 確 実 に ヒ ー ト パ イ プ に 送 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 請 求 項 ２ で は 、 蓄 熱 材 を 用 い て 、 上 記 蓄 熱 室 の 蓄 熱 効 果 を 高 め る よ う 構 成 し た こ と を
特 徴 と す る 。
こ の 場 合 、 蓄 熱 室 内 に お け る 蓄 熱 効 果 が 向 上 し 、 地 熱 を よ り 有 効 に 利 用 す る こ と が で き る
。
こ こ で 、 蓄 熱 材 と し て は 、 例 え ば 麦 飯 石 、 ク リ ス ト バ ラ イ ト 、 ゼ オ ラ イ ト 等 の 多 孔 質 鉱 物
で 蓄 熱 性 の 高 い 材 料 を あ げ る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ ら 蓄 熱 材 と 共 に 、 後 述 す る 高 熱 伝
導 材 を 併 用 す る こ と が よ り 好 ま し い 。
こ れ ら 蓄 熱 材 や 高 熱 伝 導 材 は 、 蓄 熱 室 内 に 直 接 充 填 し た り 、 蓄 熱 室 を 囲 む 蓄 熱 パ ネ ル や 蓄
熱 コ ン ク リ ー ト 等 に 混 入 さ せ て 用 い る こ と で 、 蓄 熱 室 の 蓄 熱 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ で は 、 上 記 蓄 熱 室 内 に 、 該 蓄 熱 室 内 の 温 度 を 検 出 す る 地 中 温 度 セ ン サ ー と 、 該 蓄
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熱 室 内 に 配 設 さ れ た 上 記 循 環 配 管 を 加 熱 す る 補 助 熱 源 を 配 設 し 、 前 記 蓄 熱 室 内 の 温 度 が 所
定 温 度 以 下 の 場 合 、 上 記 制 御 手 段 に よ り 前 記 補 助 熱 源 を 作 動 さ せ て 、 上 記 循 環 配 管 内 の 循
環 流 体 を 地 熱 と 補 助 熱 源 に よ り 加 熱 す る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
こ の 場 合 、 蓄 熱 室 内 の 温 度 が 低 い 場 合 に 、 補 助 熱 源 の 作 動 に よ り 熱 エ ネ ル ギ ー を 補 完 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ４ で は 、 路 盤 温 度 を 検 出 す る 路 盤 セ ン サ ー お よ び 降 雪 の 有 無 を 検 出 す る 降 雪 セ ン サ
ー を 備 え 、 こ れ ら 各 セ ン サ ー か ら の 検 出 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 制 御 手 段 が 上 記 ポ ン プ を 適
時 に 作 動 さ せ る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
こ の 場 合 、 路 盤 温 度 の 低 下 や 降 雪 を 各 セ ン サ ー で 検 出 し 、 そ の 検 出 信 号 を 制 御 手 段 に 送 っ
て ポ ン プ を 自 動 的 に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ５ で は 、 上 記 補 助 熱 源 を 深 夜 電 力 に よ り 作 動 さ せ る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る
。
こ の 場 合 、 深 夜 電 力 を 利 用 し て 、 補 助 熱 源 を 低 コ ス ト で 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る ヒ ー ト パ イ プ を 用 い た 融 雪 装 置 の 実 施 形 態 の 例 を 図 面 を 参 照 し て 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま ず 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 融 雪 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 本 例 の 融 雪 装 置 Ａ は 、 作 動 流 体 １ を
封 入 し た 所 要 数 の ヒ ー ト パ イ プ ２ と 、 循 環 流 体 ３ の 循 環 配 管 ４ と 、 そ の 循 環 流 体 ３ を 強 制
循 環 さ せ る ポ ン プ ５ と 、 制 御 手 段 ６ と 、 蓄 熱 室 ７ と 、 補 助 熱 源 と し て の 電 気 ヒ ー タ ８ と 、
地 中 セ ン サ ー ９ と 、 路 盤 セ ン サ ー １ ０ と 、 降 雪 セ ン サ ー １ １ か ら な り 、 各 ヒ ー ト パ イ プ ２
を 路 盤 １ ０ ０ の 地 表 面 直 下 に 並 列 状 に 埋 設 し 、 こ れ ら ヒ ー ト パ イ プ ２ か ら 放 出 さ れ る 熱 に
よ り 路 盤 １ ０ ０ の 融 雪 や 凍 結 防 止 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ヒ ー ト パ イ プ ２ は 、 図 １ ， 図 ２ ， 図 ３ （ イ ） に 示 す よ う に 、 路 盤 直 下 に 略 水 平 に 埋 設 さ れ
る 略 直 管 状 の 密 閉 金 属 管 １ ２ 内 に 、 ア ル コ ー ル や フ ロ ン ２ ２ 等 の 周 知 の 作 動 流 体 １ を 所 定
量 封 入 す る と 共 に 、 そ の 密 閉 金 属 管 １ ２ の 径 方 向 下 端 部 に 、 作 動 流 体 １ を 加 熱 す る 循 環 流
体 ３ の 流 動 路 １ ３ を 、 密 閉 金 属 管 １ ２ の 長 さ 方 向 全 長 に わ た っ て 設 け る こ と で 、 密 閉 金 属
管 １ ２ の 径 方 向 下 半 部 を 蒸 発 部 １ ２ ａ と し 上 半 部 を 凝 縮 部 １ ２ ｂ と し た も の で あ る 。 そ う
し て 、 加 熱 さ れ た 循 環 流 体 ３ が 流 動 路 １ ３ 内 を 流 動 す る と 蒸 発 部 １ ２ ａ が 加 熱 さ れ て 作 動
流 体 １ が 蒸 発 し 、 そ の 蒸 気 が 凝 縮 部 １ ２ ｂ へ 移 動 し 、 凝 縮 部 １ ２ ｂ に お い て 、 熱 輸 送 し て
き た 蒸 発 潜 熱 を 放 出 し 、 そ の 熱 に よ り 路 盤 １ ０ ０ の 融 雪 ， 凍 結 防 止 を 行 う と 共 に 、 凝 縮 部
１ ２ ｂ で 蒸 発 潜 熱 を 放 出 し た 作 動 流 体 １ の 蒸 気 は 液 相 に 戻 っ て 、 再 び 蒸 発 部 １ ２ ａ に 還 流
す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
密 閉 金 属 管 １ ２ の 両 端 に は 循 環 配 管 ４ を 構 成 す る パ イ プ が 連 結 さ れ て 、 上 記 流 動 路 １ ３ を
含 む 循 環 配 管 ４ を 形 成 し て お り 、 ポ ン プ ５ の 作 動 で 循 環 配 管 ４ 内 の 循 環 流 体 ３ が 流 動 路 １
３ を 循 環 流 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
蓄 熱 室 ７ は 、 地 熱 温 度 が 所 定 温 度 以 上 、 好 ま し く は ７ ℃ 以 上 で あ る 地 中 部 分 を 、 蓄 熱 パ ネ
ル １ ４ と 蓄 熱 コ ン ク リ ー ト １ ５ で 囲 ん で 形 成 さ れ 、 そ の 内 部 に 循 環 配 管 ４ の 一 部 ４ ａ を 引
き 込 ん で 螺 旋 状 に 配 設 す る こ と で 、 前 記 循 環 流 体 ３ を 地 熱 に よ り 加 熱 す る よ う に な っ て い
る 。
蓄 熱 室 ７ 内 に は 、 蓄 熱 効 果 が 高 い 蓄 熱 材 １ ６ が 充 填 さ れ 、 該 蓄 熱 室 ７ 内 の 温 度 が 所 定 温 度
（ 好 ま し く は ７ ℃ ） 以 上 に 維 持 さ れ る よ う 構 成 し て あ る 。 こ れ ら 蓄 熱 材 １ ６ は 、 麦 飯 石 、
ク リ ス ト バ ラ イ ト 、 ゼ オ ラ イ ト 等 の 多 孔 質 鉱 物 で あ っ て 、 こ れ ら 多 孔 質 鉱 物 は ミ ク ロ の 孔
が 無 数 に 存 在 す る こ と か ら 蓄 熱 効 果 が 高 く 、 地 熱 を 有 効 に 吸 収 す る 蓄 熱 機 能 に 優 れ た 蓄 熱
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室 ７ を 構 成 す る こ と が で き る 。
尚 、 こ れ ら 蓄 熱 材 １ ６ は 熱 伝 導 性 が 低 い た め 、 熱 伝 導 特 性 に 優 れ た 材 料 （ 高 熱 伝 導 材 ） を
蓄 熱 室 ７ 内 に 蓄 熱 材 １ ６ と 共 に 充 填 し た り 、 若 し く は 、 蓄 熱 パ ネ ル １ ４ や 蓄 熱 コ ン ク リ ー
ト １ ５ に 、 前 記 蓄 熱 材 １ ６ と 共 に 高 熱 伝 導 材 を 混 入 す る と 良 い 。
高 熱 伝 導 材 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 電 気 抵 抗 率 が １ ～ ５ ０ × １
０ － ２ Ω ｃ ｍ の 稲 ワ ラ 等 の 植 物 繊 維 、 金 属 ス ラ グ 等 の 産 業 廃 棄 物 か ら な る 炭 化 物 や カ ー ボ
ン が 挙 げ ら れ 、 こ の 炭 化 物 や カ ー ボ ン を 約 １ ０ ～ ３ ０ ％ 程 度 の 割 合 で 、 蓄 熱 パ ネ ル ， 蓄 熱
コ ン ク リ ー ト の 素 材 や 地 中 に 混 入 さ せ る こ と に よ り 、 そ の 熱 伝 導 率 が 約 ２ 倍 以 上 に な る こ
と が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 蓄 熱 室 ７ 内 に は 電 気 ヒ ー タ ８ が 設 置 さ れ て お り 、 蓄 熱 室 ７ 内 の 温 度 が 低 い 場 合 は こ の
電 気 ヒ ー タ ８ を 作 動 さ せ て 、 蓄 熱 室 ７ 内 の 温 度 を 補 完 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
制 御 手 段 ６ は 、 ポ ン プ ５ 、 電 気 ヒ ー タ ８ の 作 動 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ か ら な り 、 地 中 セ
ン サ ー ９ 、 路 盤 セ ン サ ー １ ０ 、 降 雪 セ ン サ ー １ １ か ら の 検 出 信 号 に 基 づ い ポ ン プ ５ 、 電 気
ヒ ー タ ８ を 適 時 に 作 動 さ せ る よ う 構 成 さ れ て い る 。
す な わ ち 、 蓄 熱 室 ７ 内 の 温 度 が 規 定 温 度 （ 例 え ば ７ ℃ ） を 下 回 っ た こ と を 地 中 セ ン サ ー ９
が 検 出 す る と 、 そ の 検 出 信 号 に 基 づ き 制 御 手 段 ６ か ら の 指 令 で 電 気 ヒ ー タ ８ が 作 動 し て 蓄
熱 室 ７ 内 を 加 熱 し 、 蓄 熱 室 ７ 内 の 温 度 が 規 定 温 度 （ 例 え ば １ ０ ℃ ） を 上 回 っ た こ と を 地 中
セ ン サ ー ９ が 検 出 す る と 、 そ の 検 出 信 号 に 基 づ き 制 御 手 段 ６ か ら の 指 令 で 電 気 ヒ ー タ ８ が
停 止 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 路 盤 １ ０ ０ の 表 面 温 度 が 規 定 温 度 （ 例 え ば ０ ℃ ） を 下
回 っ た こ と を 路 盤 セ ン サ ー １ ０ が 検 出 す る と 、 若 し く は 、 雪 が 降 っ て き た こ と を 降 雪 セ ン
サ ー １ １ が 検 出 す る と 、 そ の 検 出 信 号 に 基 づ き 制 御 手 段 ６ か ら の 指 令 で ポ ン プ ５ が 作 動 し
て 、 蓄 熱 室 ７ で 加 熱 さ れ た 循 環 流 体 ３ が 各 ヒ ー ト パ イ プ ２ の 流 動 路 １ ３ に 供 給 さ れ る よ う
構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 路 盤 １ ０ ０ の 表 面 温 度 が 規 定 温 度 （ 例 え ば ５ ℃ ） を 上 回 っ た こ と
を 路 盤 セ ン サ ー １ ０ が 検 出 す る と 、 若 し く は 、 雪 が や ん だ こ と を 降 雪 セ ン サ ー １ １ が 検 出
す る と 、 そ の 検 出 信 号 に 基 づ き 制 御 手 段 ６ か ら の 指 令 で ポ ン プ ５ が 停 止 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 電 気 ヒ ー タ ８ は 深 夜 電 力 に よ り 作 動 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 の 構 成 か ら な る 本 例 の 融 雪 装 置 Ａ は 、 地 熱 に よ り 、 ま た 必 要 に 応 じ て 電 気 ヒ ー タ ８ を
作 動 さ せ る こ と で 、 蓄 熱 室 ７ 内 が 所 定 温 度 、 好 ま し く は ７ ℃ 以 上 に 維 持 さ れ 、 そ の 熱 に よ
り 循 環 配 管 ４ ａ 内 の 循 環 流 体 ３ が 加 熱 さ れ 、 路 盤 １ ０ ０ の 表 面 温 度 が 規 定 温 度 を 下 回 っ た
こ と を 検 出 す る と 、 若 し く は 降 雪 セ ン サ ー １ １ が 降 雪 を 検 出 す る と 、 制 御 手 段 ６ か ら の 指
令 で ポ ン プ ５ が 作 動 し て 、 蓄 熱 室 ７ で 加 熱 さ れ た 循 環 流 体 ３ が 各 ヒ ー ト パ イ プ ２ の 流 動 路
１ ３ に 供 給 さ れ る 。 各 ヒ ー ト パ イ プ ２ で は 、 蓄 熱 室 ７ で 加 熱 さ れ た 循 環 流 体 ３ が 流 動 路 １
３ を 流 動 し 、 そ の 熱 に よ り 蒸 発 部 １ ２ ａ で 作 動 流 体 １ が 蒸 発 し 、 そ の 蒸 気 が 凝 縮 部 １ ２ ｂ
に 移 動 す る 。 凝 縮 部 １ ２ ｂ で は 、 作 動 流 体 １ の 蒸 気 が 、 熱 輸 送 し て き た 蒸 発 潜 熱 を 放 出 し
、 そ の 熱 に よ り 路 盤 １ ０ ０ の 融 雪 ， 凍 結 防 止 を 行 う と 共 に 、 凝 縮 部 １ ２ ｂ で 蒸 発 潜 熱 を 放
出 し た 作 動 流 体 １ の 蒸 気 は 、 熱 輸 送 し て き た 蒸 発 潜 熱 エ ネ ル ギ ー を 放 出 し 、 そ の 熱 に よ り
路 盤 １ ０ ０ の 融 雪 ， 凍 結 防 止 を 行 う 。 凝 縮 部 １ ２ ｂ で 蒸 発 潜 熱 を 放 出 し た 作 動 流 体 １ の 蒸
気 は 液 相 に 戻 っ て 、 再 び 蒸 発 部 １ ２ ａ に 還 流 す る 。
す な わ ち 、 循 環 配 管 ４ に よ り 地 熱 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 確 実 に 各 ヒ ー ト パ イ プ ２ に 送 っ て 、 上
記 熱 エ ネ ル ギ ー の 放 出 を 低 コ ス ト で 確 実 に 行 わ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 各 ヒ ー ト パ イ プ
２ 内 に お い て 、 蒸 発 部 １ ２ ａ と 凝 縮 部 １ ２ ｂ は 密 閉 金 属 管 １ ２ の 径 方 向 上 半 部 と 下 半 部 に
隣 接 し て 位 置 す る の で 、 作 動 流 体 １ の 蒸 発 ・ 凝 縮 ス ト ロ ー ク が 、 従 来 の 逆 Ｌ 字 形 ヒ ー ト パ
イ プ に 比 べ 極 め て 短 く な り 、 上 記 熱 エ ネ ル ギ ー の 放 出 を よ り 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ （ ロ ） ， （ ハ ） に は 、 上 述 し た ヒ ー ト パ イ プ ２ の 変 形 例 を 示 す 。
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（ ロ ） に 示 す ヒ ー ト パ イ プ ２ は 断 面 四 角 形 状 の 密 閉 金 属 管 １ ２ ’ か ら な る も の で あ り 、 （
ハ ） に 示 す ヒ ー ト パ イ プ ２ は 断 面 三 角 形 状 の 密 閉 金 属 管 １ ２ ” か ら な る も の で あ り 、 そ の
他 の 構 成 、 作 動 、 効 果 は 上 記 と 同 様 で あ る た め 図 示 お よ び 説 明 を 省 略 す る が 、 こ れ ら 断 面
四 角 形 状 、 三 角 形 状 の 密 閉 金 属 管 １ ２ ’ ， １ ２ ” か ら な る ヒ ー ト パ イ プ ２ は 、 断 面 円 形 の
密 閉 金 属 管 １ ２ に 比 べ 、 路 盤 １ ０ ０ と 対 向 す る 金 属 管 の 上 端 部 （ 凝 縮 部 の 上 面 壁 ） １ ２ ｃ
が 広 く な り 、 上 述 し た 熱 エ ネ ル ギ ー の 放 出 が よ り 効 率 よ く 行 わ れ る よ う に な る 等 の 効 果 が
あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ４ に は 、 図 １ ～ 図 ３ に 係 る 融 雪 装 置 Ａ に お い て 、 蓄 熱 室 ７ を 路 盤 １ ０ ０ の 直 下 に 配 設 し
た 場 合 を 示 す 。
す な わ ち 、 本 発 明 の 融 雪 装 置 Ａ は 、 作 動 流 体 を 蒸 発 さ せ る 為 に 必 要 な ７ ～ １ ０ ℃ 程 度 の 地
熱 を 有 す る 適 宜 深 さ 位 置 に 蓄 熱 室 ７ を 形 成 し 、 こ の 蓄 熱 室 ７ 内 の 蓄 熱 を 循 環 配 管 ４ で 各 ヒ
ー ト パ イ プ ２ に 送 っ て 、 低 コ ス ト で 確 実 に 融 雪 、 凍 結 防 止 効 果 を 得 ら れ る も の で あ り 、 前
述 の 例 で は 蓄 熱 室 ７ を 路 盤 １ ０ ０ 下 の 適 宜 深 さ 位 置 （ 例 え ば 路 盤 １ ０ ０ か ら １ ～ ３ ｍ 程 度
の 位 置 ） に 形 成 し た が 、 こ の 例 で は 、 蓄 熱 室 ７ を 路 盤 １ ０ ０ の 直 下 に 形 成 し て あ る 。 蓄 熱
室 ７ と 路 盤 １ ０ ０ の 間 と 蓄 熱 室 ７ の 下 面 に は 、 上 述 し た 蓄 熱 材 １ ６ と 高 熱 伝 導 材 を 混 入 し
た 蓄 熱 コ ン ク リ ー ト ２ ０ を 配 設 し て あ る 。 そ の 他 の 構 成 、 作 動 、 効 果 は 上 記 と 同 様 で あ る
た め 図 示 お よ び 説 明 を 一 部 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 、 本 発 明 に 係 る 融 雪 装 置 の 実 施 形 態 の 例 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ
ら 図 示 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 範 囲 の 各 請 求 項 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の
範 疇 に お い て 、 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 し た の で 、 以 下 の 効 果 を 有 す る 。
（ 請 求 項 １ ）
作 動 流 体 を 蒸 発 さ せ る た め の 所 望 温 度 の 地 熱 層 が 深 い 現 場 で あ っ て も 、 そ の 地 熱 を 蓄 熱 室
に 蓄 熱 す る と 共 に 循 環 配 管 に よ り そ の 熱 エ ネ ル ギ ー を ヒ ー ト パ イ プ に 確 実 に 輸 送 し 、 且 つ
ヒ ー ト パ イ プ 内 に お い て 、 径 方 向 下 半 部 と 上 半 部 に 隣 接 し て 位 置 す る 蒸 発 部 と 凝 縮 部 間 で
作 動 流 体 が 効 率 良 く 蒸 発 ・ 凝 縮 を 繰 り 返 す の で 、 地 熱 を 有 効 に 利 用 し て 融 雪 、 路 盤 凍 結 防
止 を 低 コ ス ト で 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 請 求 項 ２ ）
蓄 熱 材 を 用 い る こ と で 蓄 熱 室 の 蓄 熱 効 果 が 向 上 し 、 地 熱 を よ り 有 効 に 利 用 し て 、 前 述 の 効
果 を よ り 実 効 あ る も の と し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 請 求 項 ３ ）
前 述 の 効 果 に 加 え 、 蓄 熱 室 内 の 温 度 が 所 定 温 度 以 下 に な っ た 場 合 で も 、 制 御 手 段 に よ り 補
助 熱 源 を 自 動 的 に 作 動 さ せ て 、 地 熱 と 補 助 熱 源 に よ り 循 環 流 体 を 確 実 に 加 熱 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 請 求 項 ４ ）
前 述 の 効 果 に 加 え 、 路 盤 セ ン サ ー 、 降 雪 セ ン サ ー に よ り 路 盤 状 況 を 迅 速 に 把 握 し て 、 ヒ ー
ト パ イ プ に よ る 路 盤 の 加 熱 を 自 動 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 請 求 項 ５ ）
前 述 の 効 果 に 加 え 、 補 助 熱 源 を 作 動 さ せ る 電 力 と し て 深 夜 電 力 を 利 用 す る こ と で 、 よ り 低
コ ス ト で 融 雪 、 路 盤 凍 結 防 止 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 融 雪 装 置 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 簡 略 断 面 図 。
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【 図 ２ 】 図 １ に お け る ヒ ー ト パ イ プ を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 （ イ ） は 図 １ に お け る ヒ ー ト パ イ プ の 断 面 図 、 （ ロ ） ， （ ハ ） は 各 々 他 の ヒ ー ト
パ イ プ の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 融 雪 装 置 の 実 施 形 態 の 他 例 を 示 す 簡 略 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ ： 融 雪 装 置
１ ： 作 動 流 体
２ ： ヒ ー ト パ イ プ
３ ： 循 環 流 体
４ ： 循 環 配 管
５ ： ポ ン プ
６ ： 制 御 手 段
７ ： 蓄 熱 室
８ ： 電 気 ヒ ー タ （ 補 助 熱 源 ）
９ ： 地 中 セ ン サ ー
１ ０ ： 路 盤 セ ン サ ー
１ １ ： 降 雪 セ ン サ ー
１ ２ ， １ ２ ’ ， １ ２ ” ： 密 閉 金 属 管
１ ２ ａ ： 蒸 発 部
１ ２ ｂ ： 凝 縮 部
１ ３ ： 流 動 路
１ ０ ０ ： 路 盤
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

(8) JP 2004-36972 A 2004.2.5



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｆ２８Ｄ  15/02    １０２Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｆ２８Ｄ  15/02    １０５Ｂ          　　　　　

(9) JP 2004-36972 A 2004.2.5


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

